
1⼈１台タブレットの整備から５年目を迎え、
令和６年９⽉には⼀部の中学校で新しいiPadが導
入されました。12⽉に⾏ったアンケートでは
「操作がしやすくなった」「起動や動作が速い」
等、多くの良い意⾒が聞かれました。⼩学校及び
残りの中学校には、令和８年１⽉に新しいタブ
レット端末が整備される予定です。これを機に、
ICTを活用した学習が⼀層充実し、子どもたちの
学びが深まることを期待しております。

令和7年５月 発行：小牧市教育委員会

し
KOMAKI � ICT

ん ぶ ん ～１人１台タブレット整備から５年目を迎えて～

1人１台タブレットで、学びがもっと楽しくなる

時代を切り拓くこども
〜ＩＣＴで伸ばすこどもの⼒〜

１ ．情報を収集する力
２ ．情報を取捨選択し、読み解く力
３ ．論理的・創造的に思考する力
４ ．課題を発見・解決し、新たな価値を創造する力
５ ．よりよい社会や人生のあり方について考え、

学んだことを生かそうとする力

小牧市のＩＣＴ教育が目指す姿

新１年⽣の保護者の皆さんへ
• 新小学１年生は、５月頃には学校から貸し出
されたタブレットを使用しますので、大事に
使うようお話しください。また、家庭にタブ
レットを持ち帰り、宿題で使用することがあ
りますので、充電やインターネット接続にご
協⼒をお願いします。

• 新中学１年生は、小学校のときとは異なる機
種のタブレットを使用する場合があります。

• すべての学校で、タブレットを気持ちよく使
うためのルールが定められていますので、ま
ずはルールをよくご確認ください。

タブレットの活用ルール（例）【抜粋】
①基本事項
• 学校生活に関係のないことで使わない。
• タブレットの設定やパスワードを変更しない。
②情報モラル・犯罪被害防止
• 自分のID・パスワードなどを他人に教えない。
• 人が写る写真を撮るときは、必ず許可をとる。
• 自分や他人の個人情報をインターネット上に絶
対に書き込まない。

③健康への配慮
• 明るい場所で、正しい姿勢で使い、目と画面の
距離を30センチ以上離す。

④タブレットの持ち帰り
• 深夜に使用したり、⻑時間使用したりしない。
• 充電をして、学校でも使える状態にする。

タブレットを活用することについて、こどもたちが感じていること
子どもたちはタブレットを使って学ぶことが効果的であると感じており、学習のための有効な道具の一つ
として活用していることがわかります。

コンピュータやタブレットを使って、授業がわかりや
すいと感じますか？

タブレットを使って、ほしい（さがしている）情報を
集めることができますか？

タブレットを使って、自分たちが調べたことを「友だち」や
「周りの人」に分かりやすく伝えることができますか？

小学校 中学校

【出典】：小牧市学校教育ICTパイオニア校事業の推進にかかるアンケート（令和6年12月）
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授業で使ったデータやふりかえりなど、後で見やすい
ように工夫してまとめたり、整理していますか？
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過去のICTしんぶんは小牧市ホームページに掲載しており、いつでもご覧いただけます。
（→右記の二次元コードからもアクセスしていただけます）

KOMAKI�ICT しんぶんのバックナンバー

「インターネット５つの約束」を家族で話し合おう（愛知県警察より）

▼愛知県警察ホームページ
（児童・保護者向けリーフ

レット）

闇バイト等の犯罪に若者
が巻き込まれる事例が増
えています。SNS等の
活用について、今一度、
家族で話し合う機会を設
けてみてはいかがでしょ
うか。

令和６年１２月24日、プログラミング教材「ROOT RT1」を使った小中学生プログラミ
ング体験会が小牧勤労センター体育館で行われ28人の児童生徒が参加しました。

この会は、市内の教員が委員を務める「小牧市IT活用研究委員会」が主催しており、今回
初めての実施となりました。

日々の学習の成果を発表して工夫・創造する喜びを味わう機会をつくり、ICT機器等への
関心を高め「ものづくり愛知」の人材育成と発展に貢献することを目的に開催され、参加し
た児童生徒たちは、プログラミング教材「ROOT RT1」を使用して、難易度ごとに用意さ
れた数々の課題をクリアすることを目指しました。課題は、「10cmの直線を引こう」、
「一辺が16cmの正三角形を書こう」など難易度もさまざまで、参加者は苦戦しながらも楽
しんで挑戦している様子でした。

令和７年度も１２月頃に体験会の開催を予定しています。興味のある方は是非ご参加を検
討して下さい。

プログラミング教材の活用


